
『
詳
細
登
記
六
法
〔
平
成
三
一
年
版
〕』　　
正
誤
表
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
九
日
）

登
記
六
法
本
冊
に
お
い
て
、
条
文
の
記
載
に
関
す
る
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
使
用
に
際
し
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
し
、
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

以
下
の
ア
ミ
カ
ケ
部
分
が
訂
正
箇
所
と
な
り
ま
す
。



　
2
7
1
7　
登
録
免
許
税
法　
抄
（
一
七
条
―
二
〇
条
）

（
仮
登
記
等
の
あ
る
不
動
産
等
の
移
転
登
記
の
場
合
の
税
率
の

特
例
）

第
一
七
条　
別
表
第
一
第
一
号
（
十
二
）
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ

る
仮
登
記
が
さ
れ
て
い
る
同
号
に
掲
げ
る
不
動
産
に
つ
い
て
、

当
該
仮
登
記
に
基
づ
き
所
有
権
の
保
存
若
し
く
は
移
転
の
登
記
、

地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
若
し
く
は
採
石
権
の
設
定
、
転

貸
若
し
く
は
移
転
の
登
記
、
信
託
の
登
記
又
は
相
続
財
産
の
分

離
の
登
記
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
登
記
に
係
る
登
録

免
許
税
の
税
率
は
、
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
の
当
該
登
記
の
同

号
の
税
率
欄
に
掲
げ
る
割
合
か
ら
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
登

記
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割

合
と
す
る
。

所
有
権
の
保
存
の
登
記

千
分
の
二

所
有
権
の
相
続
（
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
を
含

む
。
以
下
同
じ
。）
又
は
法
人
の
合
併
に
よ
る
移

転
の
登
記

千
分
の
二

所
有
権
の
共
有
物
（
そ
の
共
有
物
に
つ
い
て
有
し

て
い
た
持
分
に
応
じ
た
価
額
に
対
応
す
る
部
分
に

限
る
。
以
下
同
じ
。）
の
分
割
に
よ
る
移
転
の
登

記

千
分
の
二

所
有
権
の
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
移
転
の
登
記

千
分
の
十

地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
又
は
採
石
権
の
設

定
又
は
転
貸
の
登
記

千
分
の
五

地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
又
は
採
石
権
の
相

続
又
は
法
人
の
合
併
に
よ
る
移
転
の
登
記

千
分
の
一

地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
又
は
採
石
権
の
共

有
に
係
る
権
利
（
そ
の
共
有
に
係
る
権
利
に
つ
い

て
有
し
て
い
た
持
分
に
応
じ
た
価
額
に
対
応
す
る

部
分
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
の
分
割
に
よ
る
移

転
の
登
記

千
分
の
一

地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
又
は
採
石
権
の
そ

の
他
の
原
因
に
よ
る
移
転
の
登
記

千
分
の
五

所
有
権
の
信
託
の
登
記

千
分
の
二

先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
の
信
託
の
登
記

千
分
の
一

所
有
権
、
先
取
特
権
、
質
権
及
び
抵
当
権
以
外
の

権
利
の
信
託
の
登
記

千
分
の
一

所
有
権
で
あ
る
相
続
財
産
の
分
離
の
登
記

千
分
の
二

所
有
権
以
外
の
権
利
で
あ
る
相
続
財
産
の
分
離
の

登
記

千
分
の
一

②　
所
有
権
の
移
転
の
仮
登
記
又
は
所
有
権
の
移
転
請
求
権
の
保

全
の
た
め
の
仮
登
記
が
さ
れ
て
い
る
別
表
第
一
第
二
号
に
掲
げ

る
船
舶
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
仮
登
記
に
基
づ
き
そ
の
所
有
権

の
移
転
の
登
記
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
登
記
に
係
る
登
録

免
許
税
の
税
率
は
、
同
号
（
二
）
の
税
率
欄
に
掲
げ
る
割
合
か

ら
千
分
の
四
を
控
除
し
た
割
合
と
す
る
。

③　
所
有
権
の
移
転
の
仮
登
録
又
は
所
有
権
の
移
転
請
求
権
の
保

全
の
た
め
の
仮
登
録
が
さ
れ
て
い
る
航
空
機
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
仮
登
録
に
基
づ
き
移
転
登
録
を
受
け
る
と
き
は
、
当
該
登

録
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
、
一
ト
ン
に
つ
き
一
万
五
千

円
と
す
る
。

④　
地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
若
し
く
は
採
石
権
の
設
定
の

登
記
が
さ
れ
て
い
る
土
地
又
は
賃
借
権
の
設
定
の
登
記
が
さ
れ

て
い
る
建
物
に
つ
い
て
、
そ
の
土
地
又
は
建
物
に
係
る
こ
れ
ら

の
権
利
の
登
記
名
義
人
が
そ
の
土
地
又
は
建
物
の
取
得
に
伴
い

そ
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
を
受
け
る
と
き
は
、
当
該
登
記
に

係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
、
別
表
第
一
第
一
号
（
二
）
の
税

率
欄
に
掲
げ
る
割
合
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
計
算
し
た
割
合

と
す
る
。

（
事
業
協
同
組
合
等
が
組
織
変
更
等
に
よ
り
受
け
る
設
立
登
記

の
税
額
）

第
一
七
条
の
二　
事
業
協
同
組
合
、
企
業
組
合
そ
の
他
の
政
令
で

定
め
る
者
が
、
そ
の
組
織
を
変
更
し
て
株
式
会
社
若
し
く
は
合

同
会
社
と
な
る
場
合
又
は
分
割
に
よ
り
新
た
に
株
式
会
社
若
し

く
は
合
同
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
お
け
る
組
織
変
更
又
は
分

割
に
よ
る
株
式
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
設
立
の
登
記
に
係

る
登
録
免
許
税
の
額
は
、
税
率
を
千
分
の
七
と
し
て
計
算
し
た

金
額
（
株
式
会
社
の
設
立
の
場
合
に
お
い
て
当
該
金
額
が
十
五

万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
十
五
万
円
と
し
、
合
同
会
社
の
設
立

の
場
合
に
お
い
て
当
該
金
額
が
六
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
六

万
円
と
す
る
。）
と
す
る
。

（
特
例
有
限
会
社
の
通
常
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
の
登
記
）

第
一
七
条
の
三　
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
四
十
六
条

（
特
例
有
限
会
社
の
通
常
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
の
登
記
）
の

規
定
に
よ
る
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
は
、
別
表
第
一
第
二
十

四
号
（
一
）
ホ
に
掲
げ
る
組
織
変
更
に
よ
る
株
式
会
社
の
設
立

の
登
記
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
二
以
上
の
登
記
等
を
受
け
る
場
合
の
税
額
）

第
一
八
条　
同
一
の
登
記
等
の
申
請
書
（
当
該
登
記
等
が
官
庁
又

は
公
署
の
嘱
託
に
よ
る
場
合
に
は
、
当
該
登
記
等
の
嘱
託
書
）

に
よ
り
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
登
記
等
の
区
分
に
応
じ
二
以
上

の
登
記
等
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
登
録
免
許
税
の
額
は
、
各

登
記
等
に
つ
き
同
表
に
掲
げ
る
税
率
を
適
用
し
て
計
算
し
た
金

額
の
合
計
金
額
と
す
る
。

（
定
率
課
税
の
場
合
の
最
低
税
額
）

第
一
九
条　
別
表
第
一
に
掲
げ
る
登
記
又
は
登
録
に
つ
き
同
表
に

掲
げ
る
税
率
を
適
用
し
て
計
算
し
た
金
額
が
千
円
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
当
該
登
記
又
は
登
録
に
係
る
登
録
免
許
税
の
額
は
、

千
円
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
〇
条　
こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
免
許
税
の
課

税
標
準
及
び
税
額
の
計
算
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
。



　
2
2
2
2　
租
税
特
別
措
置
法　
抄
（
八
四
条
―
八
四
条
の
三
）

　
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満

た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三　
当
該
特
定
目
的
信
託
の
効
力
が
生
じ
た
時
か
ら
引
き
続
き

当
該
原
委
託
者
及
び
当
該
特
定
目
的
信
託
の
社
債
的
受
益
権

を
有
す
る
者
の
み
が
当
該
特
定
目
的
信
託
の
信
託
財
産
の
元

本
の
受
益
者
で
あ
る
こ
と
。

（
新
幹
線
鉄
道
の
建
設
に
係
る
不
動
産
の
所
有
権
の
移
転
登
記

等
の
免
税
）

第
八
四
条　
特
定
建
設
線
（
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四

十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本

計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
建
設
線
の
う
ち
政
令
で

定
め
る
も
の
を
い
う
。）
の
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

建
設
主
体
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
指
名

し
た
法
人
が
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通

大
臣
の
認
可
を
受
け
た
当
該
特
定
建
設
線
の
工
事
実
施
計
画
に

係
る
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
新
幹
線
鉄
道
の
鉄
道
事
業
法
第

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
の
所

有
権
若
し
く
は
地
上
権
の
取
得
又
は
建
物
の
建
築
を
す
る
場
合

に
は
、
当
該
土
地
の
所
有
権
の
移
転
若
し
く
は
地
上
権
の
設
定

の
登
記
又
は
当
該
建
物
の
所
有
権
の
保
存
の
登
記
に
つ
い
て
は
、

財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
取
得
又
は
建
築
後
一

年
以
内
に
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登
録
免
許
税
を
課
さ

な
い
。

（
鉄
道
事
業
者
が
取
得
し
た
特
定
の
鉄
道
施
設
に
係
る
土
地
等

の
所
有
権
の
移
転
登
記
等
の
免
税
）

第
八
四
条
の
二　
鉄
道
事
業
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第

一
種
鉄
道
事
業
者
（
地
方
公
共
団
体
の
出
資
に
係
る
法
人
で
政

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）
が
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
旅
客
会
社
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本

貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
新
会
社
又
は
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道

株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
七
年
法
律
第
三
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

新
会
社
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旅
客
会
社
等
」
と
い
う
。）

か
ら
取
得
し
た
鉄
道
事
業
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道

施
設
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）

に
係
る
土
地
の
所
有
権
、
地
上
権
若
し
く
は
賃
借
権
の
移
転
又

は
建
物
の
所
有
権
若
し
く
は
賃
借
権
の
移
転
の
登
記
に
つ
い
て

は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
取
得
後
一
年
以

内
に
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登
録
免
許
税
を
課
さ
な
い
。

一　
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
国
土
交

通
大
臣
の
建
設
の
指
示
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
同
法
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
線
（
同
法
附
則
第
九
項
の
規
定
に

よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
建
設
の
指
示
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た

同
法
附
則
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
幹
線
鉄
道
規
格
新

線
の
路
線
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
全
部
又
は

一
部
の
区
間
に
お
い
て
旅
客
会
社
等
の
鉄
道
事
業
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
旅
客
会
社
等
の

鉄
道
事
業
に
係
る
路
線
（
次
号
に
お
い
て
「
廃
止
路
線
」
と

い
う
。）
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二　
当
該
第
一
種
鉄
道
事
業
者
が
前
号
の
建
設
線
の
全
部
又
は

一
部
の
区
間
に
係
る
当
該
旅
客
会
社
等
の
鉄
道
事
業
が
開
始

さ
れ
る
日
に
お
い
て
同
号
の
廃
止
路
線
の
全
部
又
は
一
部
の

区
間
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
間
に
お
い
て
鉄
道
事
業

を
開
始
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
鉄
道
事
業
の
用
に
供
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
特
定
連
絡
道
路
工
事
施
行
者
が
取
得
し
た
特
定
連
絡
道
路
に

係
る
土
地
の
所
有
権
の
移
転
登
記
の
免
税
）

第
八
四
条
の
二
の
二　
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）

第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
連
絡
道
路
の
工
事
を
行
う
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
連
絡
道
路
工
事
施
行
者
が
、
道
路

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
号
）

の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、

当
該
特
定
連
絡
道
路
の
用
に
供
す
る
土
地
の
所
有
権
の
取
得
を

し
た
場
合
に
は
、
当
該
土
地
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
つ
い

て
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
取
得
後
一
年

以
内
に
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登
録
免
許
税
を
課
さ
な

い
。

（
相
続
に
係
る
所
有
権
の
移
転
登
記
の
免
税
） 

第
八
四
条
の
二
の
三　
個
人
が
相
続
（
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
を

含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
よ
り
土
地
の
所
有

権
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
個
人
が
当
該
相
続
に
よ

る
当
該
土
地
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
を
受
け
る
前
に
死
亡
し

た
と
き
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
個
人
を
当
該
土
地
の
所
有
権
の
登

記
名
義
人
と
す
る
た
め
に
受
け
る
登
記
に
つ
い
て
は
、
登
録
免

許
税
を
課
さ
な
い
。

②　
個
人
が
、
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
施
行
の
日

か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
土
地
に
つ

い
て
相
続
に
よ
る
所
有
権
の
移
転
の
登
記
を
受
け
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
土
地
が
相
続
に
よ
る
土
地
の
所
有
権
の
移
転
の
登

記
の
促
進
を
特
に
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
土
地
の
当
該
登
記
に
係
る
登
録

免
許
税
法
第
十
条
第
一
項
の
課
税
標
準
た
る
不
動
産
の
価
額
が

十
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
土
地
の
相
続
に
よ
る
所
有

権
の
移
転
の
登
記
に
つ
い
て
は
、
登
録
免
許
税
を
課
さ
な
い
。

（
独
立
行
政
法
人
等
の
権
利
又
は
資
産
の
承
継
に
伴
う
登
記
等

の
免
税
）

第
八
四
条
の
三　
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
が
独
立
行

政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
六

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
権
利
を
承
継
す
る
場
合
又
は
資
産
を

承
継
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
承
継
に
伴
う
権
利
又
は
資

産
に
係
る
登
記
又
は
登
録
に
つ
い
て
は
、
登
録
免
許
税
を
課
さ

な
い
。

②　
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
六
年
法



　

2
2
2
2　
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令　
抄
（
四
二
条
の
四
―
四
二
条
の
六
）

　
ン
の
区
分
所
有
権
又
は
敷
地
利
用
権
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
登
記
を
受
け
る
者
」
と
い
う
。）

に
係
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第

五
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の

敷
地
利
用
権
の
価
額
の
概
算
額
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
再
建

マ
ン
シ
ョ
ン
概
算
額
」
と
い
う
。）
か
ら
同
条
第
一
項
第
三
号

に
掲
げ
る
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
利
用
権
の
価
額
（
次
項
に

お
い
て
「
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
価
額
」
と
い
う
。）
を
控
除
し
た

残
額
に
対
応
す
る
部
分
と
す
る
。

③　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
に
お
い
て
隣
接
施
行
敷
地
を
取
得
す

る
場
合
の
法
第
七
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

部
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
価
額
に
対
応
す
る
部
分
と
す
る
。

一　
登
記
を
受
け
る
者
に
係
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
概
算
額

か
ら
隣
接
施
行
敷
地
持
分
価
額
（
隣
接
施
行
敷
地
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
五
十
八
条

第
一
項
第
十
一
号
の
価
額
及
び
減
価
額
の
合
計
額
に
同
法
第

二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の

同
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
敷
地
利
用
権
に
係
る
登
記
を
受

け
る
者
の
持
分
を
乗
じ
て
得
た
価
額
を
い
う
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。）
を
控
除
し
た
残
額
（
次
号
に
お
い
て
「
権
利
変

換
前
価
額
」
と
い
う
。）
が
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
価
額
以
上
と

な
る
場
合　
当
該
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
概
算
額
か
ら
当
該

施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
価
額
を
控
除
し
た
残
額

二　
登
記
を
受
け
る
者
に
係
る
権
利
変
換
前
価
額
が
施
行
マ
ン

シ
ョ
ン
価
額
に
満
た
な
い
場
合　
当
該
登
記
を
受
け
る
者
に

係
る
隣
接
施
行
敷
地
持
分
価
額

④　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
を
定
め
た

と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

（
登
記
の
税
率
の
軽
減
を
受
け
る
農
業
を
営
む
者
の
範
囲
等
）

第
四
二
条
の
四　
法
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も

の
は
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
行
う
者
と
し
て
の

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
と
す
る
。

②　
法
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
同
条
第
二
項
第
一
号
の
農
用
地
区
域

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
と
す
る
。

③　
法
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農

用
地
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
土
地
若
し
く
は
開
発
し
て
当

該
農
用
地
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地
と
す
る
。

④　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
を
定
め
た

と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

（
登
記
の
税
率
の
軽
減
を
受
け
る
区
域
の
範
囲
等
）

第
四
二
条
の
四
の
二　
法
第
七
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
区
域
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
八

条
第
一
項
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
同
条
第
二
項

第
一
号
の
農
用
地
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
と
す
る
。

②　
法
第
七
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
農
用
地
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
土
地
若
し
く
は
開
発
し

て
当
該
農
用
地
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地
と
す
る
。

（
勧
告
等
に
よ
つ
て
す
る
登
記
の
税
率
の
軽
減
）

第
四
二
条
の
五　
法
第
七
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
そ
の
登
記
を
受
け
る
事
項
が
同
条
の
規
定
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
、

そ
の
登
記
の
申
請
書
に
、
当
該
登
記
を
受
け
る
事
項
が
同
条
の

規
定
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
該
財
務
大
臣

の
承
認
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
で
同
条
に
規

定
す
る
勧
告
又
は
指
示
の
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
記
の
税
率
の
軽
減
を
受
け
る
事
業
再
編
の
範
囲
等
）

第
四
二
条
の
六　
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
再
編
の

う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
条
第

十
一
項
に
規
定
す
る
事
業
再
編
で
あ
つ
て
、
事
業
者
又
は
当
該

事
業
者
の
関
係
事
業
者
（
当
該
事
業
者
に
よ
り
経
営
が
実
質
的

に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
他
の
事
業
者
と
し
て
財
務

省
令
で
定
め
る
関
係
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
国
内
に
本
店
又
は

主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
（
新
た
に
設
立
さ
れ
る
法
人
を

含
む
。）
を
い
う
。
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）
が
同
項
第
一
号

イ
か
ら
ワ
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い

ず
れ
か
に
よ
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
構
造
の
変
更
を
行
う

事
業
活
動
と
す
る
。

一　
合
併

二　
会
社
の
分
割

三　
株
式
交
換

四　
株
式
移
転

五　
事
業
又
は
資
産
の
譲
受
け
又
は
譲
渡

六　
出
資
の
受
入
れ

七　
他
の
会
社
の
株
式
又
は
持
分
の
取
得
（
当
該
他
の
会
社
が

関
係
事
業
者
で
あ
る
場
合
又
は
当
該
取
得
に
よ
り
当
該
他
の

会
社
が
関
係
事
業
者
と
な
る
場
合
に
限
る
。）

八　
会
社
の
設
立
又
は
清
算

②　
法
第
八
十
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
ロ
及
び
第
三
号
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
登
記
を
受
け
る
者
の
一
の
計

画
（
同
項
の
認
定
事
業
再
編
計
画
又
は
認
定
特
別
事
業
再
編
計

画
を
い
う
。）
に
従
つ
て
増
加
し
た
資
本
金
の
額
を
合
計
し
た

金
額
と
す
る
。

③　
法
第
八
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
次
の

各
号
に
掲
げ
る
者
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
株

式
の
引
受
け
又
は
取
得
は
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

じ
当
該
各
号
に
定
め
る
株
式
の
引
受
け
又
は
取
得
と
す
る
。

一　
預
金
保
険
法
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
融
機

関
又
は
同
号
に
規
定
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
（
以
下
こ
の
号

及
び
次
号
に
お
い
て
「
銀
行
持
株
会
社
等
」
と
い
う
。）　
次

に
掲
げ
る
株
式
の
引
受
け
又
は
取
得

イ　
預
金
保
険
法
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
措
置
を
行
う
べ
き
旨
の
同
法
第
百
五
条
第
四
項
の
内

閣
総
理
大
臣
の
決
定
に
基
づ
く
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
株

式
の
引
受
け



　
2
2
2
2　
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令　
抄
（
四
三
条
の
四
―
四
四
条
の
三
）

　
　
当
該
建
築
物
の
取
得
後
二
年
以
内
に
同
号
の
特
例
建
築

物
の
新
築
等
に
着
手
す
る
こ
と
。

ロ　
法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物

　
当
該
建
築
物
の
取
得
後
二
年
以
内
に
同
号
に
規
定
す
る

特
例
増
築
等
に
着
手
す
る
こ
と
。

ハ　
特
例
建
築
物
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
土
地
（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含
む
。）　
当
該
土

地
の
取
得
後
二
年
以
内
に
当
該
特
例
建
築
物
の
新
築
等
に

着
手
す
る
こ
と
。

四　
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る

事
項

⑦　
法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定

め
る
用
途
は
、
住
宅
、
事
務
所
、
店
舗
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
料

理
店
、
駐
車
場
、
学
校
、
病
院
、
介
護
施
設
、
図
書
館
、
博
物

館
、
会
館
、
公
会
堂
、
劇
場
、
映
画
館
、
遊
技
場
又
は
倉
庫
と

す
る
。
た
だ
し
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
性
風
俗
特

殊
営
業
及
び
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介

営
業
の
用
を
除
く
も
の
と
す
る
。

⑧　
法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
建
替
え
が

必
要
な
建
築
物
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
項
第
二
号

に
規
定
す
る
特
例
増
築
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
建
築
物
と
し

て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

建
築
物
と
す
る
。

⑨　
法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
例
増
築

等
は
、
同
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
き
行
う
増
築
、
修
繕
又
は

模
様
替
の
工
事
（
当
該
工
事
と
併
せ
て
行
う
当
該
建
築
物
と
一

体
と
な
つ
て
効
用
を
果
た
す
設
備
の
取
替
え
又
は
取
付
け
に
係

る
工
事
を
含
む
。）
で
あ
つ
て
、
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の

額
（
当
該
工
事
の
費
用
に
関
し
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
る
場

合
に
は
、
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
補
助
金
等

の
額
を
控
除
し
た
残
額
）
が
三
百
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
と
す

る
。

⑩　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
契

約
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
を
定

め
、
又
は
第
六
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
契
約
に
関
す
る

事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

（
特
定
の
社
債
的
受
益
権
に
係
る
特
定
目
的
信
託
の
終
了
に
伴

い
信
託
財
産
を
買
い
戻
し
た
場
合
の
所
有
権
の
移
転
登
記
等

の
免
税
）

第
四
三
条
の
四　
法
第
八
十
三
条
の
四
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
事
項
は
、
同
条
に
規
定
す
る
特
定
目
的
信
託
の
効
力

が
生
じ
た
日
か
ら
同
号
に
規
定
す
る
社
債
的
受
益
権
の
元
本
の

償
還
が
完
了
す
る
日
ま
で
の
期
間
が
二
十
年
以
下
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

②　
法
第
八
十
三
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要

件
は
、
同
号
に
規
定
す
る
特
定
資
産
に
つ
い
て
、
同
条
に
規
定

す
る
特
定
目
的
信
託
の
効
力
が
生
じ
た
時
か
ら
当
該
特
定
目
的

信
託
に
係
る
信
託
契
約
の
終
了
の
時
ま
で
引
き
続
き
同
条
に
規

定
す
る
原
委
託
者
に
お
い
て
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る

会
計
の
慣
行
に
従
い
同
条
に
規
定
す
る
受
託
信
託
会
社
等
へ
の

譲
渡
が
な
か
つ
た
も
の
と
し
て
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、

か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

一　
当
該
信
託
契
約
に
お
い
て
、
当
該
原
委
託
者
に
よ
り
当
該

受
託
信
託
会
社
等
か
ら
買
い
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二　
当
該
信
託
契
約
の
締
結
に
際
し
、
当
該
受
託
信
託
会
社
等

が
当
該
特
定
資
産
を
当
該
原
委
託
者
に
売
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
権
利
を
当
該
原
委
託
者
が
当
該
受
託
信
託
会
社
等
に
付

与
し
て
い
る
こ
と
。

（
登
記
の
免
税
を
受
け
る
建
設
線
の
範
囲
）

第
四
三
条
の
五　
法
第
八
十
四
条
に
規
定
す
る
建
設
線
の
う
ち
政

令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
条
に
規
定
す
る
建
設
線
の
う
ち
国
土

交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

②　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
建
設
線
を

定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

（
登
記
の
免
税
を
受
け
る
第
一
種
鉄
道
事
業
者
の
範
囲
）

第
四
四
条　
法
第
八
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法

人
は
、
そ
の
発
行
済
株
式
の
総
数
の
三
分
の
二
以
上
の
数
が
地

方
公
共
団
体
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
と
す
る
。

（
登
記
の
免
税
を
受
け
る
土
地
の
範
囲
）

第
四
四
条
の
二　
法
第
八
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る

政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
市
街
化
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
以
外
の
土
地
の
う
ち
所

有
者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
基
本
方
針
に
定
め
る
同
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に

基
づ
い
て
市
町
村
の
行
政
目
的
の
た
め
相
続
に
よ
る
土
地
の
所

有
権
の
移
転
の
登
記
の
促
進
を
特
に
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

し
て
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

②　
法
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
を
指
定
し
た
と
き

は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

（
自
然
災
害
の
被
災
者
等
が
新
築
又
は
取
得
を
し
た
建
物
に
係

る
所
有
権
の
保
存
登
記
等
の
免
税
）

第
四
四
条
の
三　
法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
被
災
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
滅
失
建
物
等
（
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
滅
失
建
物
等
」
と
い
う
。）
の

所
有
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
当
該
滅
失
建
物
等
の
所
在
地
の

市
町
村
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か
ら
証
明
を
受
け
た
者
（
次
項

第
三
号
又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
分
割
に
よ
り
滅
失
建
物
等
に

係
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
た
法
人
税

法
第
二
条
第
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
分
割
法
人
を
除
く
。）

と
す
る
。

②　
法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
者
と
す
る
。

一　
法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
自
然

災
害
（
同
項
に
規
定
す
る
自
然
災
害
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）
の
被
災
者
が
個
人
で
あ
つ
て
前
項
の
証



　
2
2
2
2　
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令　
抄
（
四
四
条
の
四
―
附
則
）

　
明
を
受
け
た
後
に
死
亡
し
た
場
合　
当
該
被
災
者
が
死
亡
し

た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
相
続
人

二　
前
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
個
人
で
あ
つ
て
前
項
の
証

明
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
場
合　
当
該
被
災
者
が
死
亡
し

た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
相
続
人
で
あ
つ
て
当
該
被
災
者

が
滅
失
建
物
等
の
所
有
者
で
あ
つ
た
こ
と
に
つ
き
、
当
該
滅

失
建
物
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か
ら

証
明
を
受
け
た
も
の

三　
第
一
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
法
人
で
あ
つ
て
前
項
の

証
明
を
受
け
た
後
に
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合
又
は
分
割

に
よ
り
滅
失
建
物
等
に
係
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義

務
を
承
継
さ
せ
た
場
合　
当
該
合
併
に
係
る
法
人
税
法
第
二

条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
合
併
法
人
（
次
号
に
お
い
て
「
合

併
法
人
」
と
い
う
。）
又
は
当
該
分
割
に
係
る
同
条
第
十
二

号
の
三
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
（
次
号
に
お
い
て
「
分

割
承
継
法
人
」
と
い
う
。）

四　
第
一
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
法
人
で
あ
つ
て
前
項
の

証
明
を
受
け
る
前
に
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合
又
は
分
割

に
よ
り
滅
失
建
物
等
に
係
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義

務
を
承
継
さ
せ
た
場
合　
当
該
合
併
に
係
る
合
併
法
人
又
は

当
該
分
割
に
係
る
分
割
承
継
法
人
で
あ
つ
て
当
該
被
災
者
が

当
該
滅
失
建
物
等
の
所
有
者
で
あ
つ
た
こ
と
に
つ
き
、
当
該

滅
失
建
物
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か

ら
証
明
を
受
け
た
も
の

五　
第
一
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
前
項
の
証
明
を
受
け
た

個
人
で
あ
つ
て
法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
建
物
（
住
宅
用
の
建
物
に
限
る
。）
の
新
築
又
は

取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
同
号
に
掲
げ
る
場
合

に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）　
当
該
証
明
を
受
け
た
個
人
の

三
親
等
内
の
親
族
で
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
者

イ　
当
該
自
然
災
害
が
発
生
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
滅
失

建
物
等
に
当
該
証
明
を
受
け
た
個
人
と
同
居
し
て
い
た
者

で
あ
る
こ
と
。

ロ　
当
該
建
物
に
当
該
証
明
を
受
け
た
個
人
と
同
居
す
る
者

で
あ
る
こ
と
。

③　
法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
建

物
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
物
と
す
る
。

一　
法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
自
然

災
害
に
際
し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
平
成
十
年
法
律

第
六
十
六
号
）が
適
用
さ
れ
た
市
町
村（
特
別
区
を
含
む
。）

の
区
域
内
に
所
在
す
る
建
物

二　
個
人
が
新
築
又
は
取
得
を
し
た
住
宅
用
の
建
物
（
前
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

三　
滅
失
建
物
等
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
新
築
又
は
取
得
を
し

た
建
物
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
で
あ
る
こ
と

に
つ
き
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
を
受
け

た
も
の

（
自
然
災
害
の
被
災
者
等
が
被
災
代
替
建
物
に
係
る
土
地
を
取

得
し
た
場
合
の
所
有
権
の
移
転
登
記
等
の
免
税
）

第
四
四
条
の
四　
法
第
八
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
面
積
は
、
同
項
の
滅
失
建
物
等
の
床
面
積
の
合
計

（
当
該
滅
失
建
物
等
が
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第

一
条
の
規
定
に
該
当
す
る
建
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
の
被

災
者
等
の
専
有
部
分
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
専
有

部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
床
面
積

（
当
該
専
有
部
分
の
属
す
る
建
物
に
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規

定
す
る
共
用
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
区
分
所
有
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
有
部
分

の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
当
該
共
用
部
分
の
床
面
積
を
按
分
し

て
計
算
し
た
面
積
を
含
む
。））
に
六
（
前
条
第
三
項
第
一
号
の

建
物
（
個
人
が
新
築
又
は
取
得
を
し
た
住
宅
用
の
建
物
に
限

る
。）
又
は
同
項
第
二
号
の
建
物
に
あ
つ
て
は
、
二
）
を
乗
じ

て
計
算
し
た
面
積
と
当
該
滅
失
建
物
等
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ

て
い
た
土
地
の
面
積
と
の
い
ず
れ
か
大
き
い
面
積
と
す
る
。

第
四
五
条
～
五
五
条
（
略
）

附
　
則
　（
抄
）

１　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
〔
平
成
二
九
・
三
・
三
一
政
令
一
一
四
〕
（
抄
）

（
登
録
免
許
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
一
条　
新
令
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日

以
後
に
新
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
事
業

者
又
は
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
が
締
結
す
る
同
項
に
規

定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規

定
す
る
建
築
物
の
新
築
、
改
築
又
は
同
条
第
一
項
第
三
号
に
規

定
す
る
特
定
増
築
等
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
所

有
権
の
保
存
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
に
つ
い
て
適
用
し
、

施
行
日
前
に
旧
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例

事
業
者
が
締
結
し
た
同
項
に
規
定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業

契
約
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
建
築
物
の
新
築
、
改
築

又
は
同
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
増
築
等
を
し
た
場
合
に

お
け
る
当
該
建
築
物
の
所
有
権
の
保
存
の
登
記
に
係
る
登
録
免

許
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２　
施
行
日
か
ら
附
則
第
一
条
第
十
三
号
に
定
め
る
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
新
令
第
四
十
三
条
の
三
第
六
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第

三
項
」
と
、「
定
め
、
又
は
第
六
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
事

業
契
約
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
た
」

と
す
る
。


